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Abstract： The oldest fossil of Echinorhinus in the northwestern Pacific area is described in this paper.  The fossil, 
Echinorhinus sp. （GMNH-PV-3227）, was found in a cobble-size rock block which is estimated that a part of a calcareous 
nodule of the Turonian Saku Formation, Yezo Group. The age of the hitherto known oldest fossil Echinorhinus in the 
northwestern Pacific area was recorded from the Santonian of Japan. However, the GMNH-PV-3227 specimen was 
accompanied by the specimen of ammonite, Romaniceras (Romaniceras) sp. The range of the subgenus of this ammonite is 
limited to the middle to upper Turonian. Thus,  GMNH-PV-3227 marks the oldest record of this genus in the northwestern 
Pacific area. 
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はじめに

キクザメ属 Echinorhinusは，軟骨魚綱板鰓亜綱キクザメ

目（Echinorhiniformes; sensu Nelson et al., 2016）の唯一の

現生属である．現生種は 2種（キクザメ E. brucus, コギク

ザメ E. cookei）が知られ，いずれも深海ザメの仲間として

日本近海にも分布している（仲谷， 2016）．この属の最古

の化石はフランスの前期白亜紀（バランギニアン）から報

告された E. vielhusであるが（Guinot et al., 2014），本属の

化石記録は時間的・空間的いずれも散点的な状況であり

（Adnet et al., 2012），その進化や地理的分布の拡大などの

検討には化石記録の蓄積が不可欠である．

今回，北海道に分布する蝦夷層群佐久層由来と推定され

る石灰質ノジュールに含まれていた Echinorhinusの歯化石

（GMNH-PV-3227）が，北西太平洋域におけるこの属の最

古の化石記録となるチューロニアンのものであることが判

明したので報告する．なお，略号は以下のとおりである ; 

GMNH-PV，群馬県立自然史博物館古脊椎動物標本．

標本について

１　来歴

GMNH-PV-3227を含む岩石ブロック（図 1）は，筆者の

一人である石井が北海道在住の知人（本標本の採集者）か

要旨：本論文では，北西太平洋域における最古のキクザメ属化石について報告する．キクザメ属の化石
Echinorhinus sp.（GMNH-PV-3227）が蝦夷層群佐久層由来の石灰質ノジュールと推定されるブロックから
確認された．既知の記録では日本のサントニアンから見つかった化石が最古であったが，今回アンモナイ
ト類 Romaniceras（Romaniceras）と共産したことにより，その記録がチューロニアンまで溯ることができ
ることが明らかとなった．
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ら譲り受けたものである．その後，石井が群馬県立自然史

博物館に寄贈し，今はその収蔵標本（GMNH-PV-3227）と

なっている．

現在，採集者本人と連絡が取れない状況であるため，産

地の詳細な位置情報や具体的な産状は不明である．しかし

ながら，石井が入手した際のやりとりを通じて，採集者

がシューパロ川周辺を中心に採集活動を行っていたこと

がわかっている．このシューパロ川流域からは，GMNH-

PV-3227を含む母岩と色や岩相の類似したアンモナイト化

石が産出している．これらの点から，GMNH-PV-3227を

含むブロックはシューパロ川流域付近で採集されたもので

ある可能性が高いと推定される．

２　産状

現在の岩石ブロックは，石井によるプレパレーションに

よって，およそ 15× 13× 11cmの大きさとなっているが，

元々はその倍程度の大きさがあった．泥質で材の破片や炭

質物を多く含み，その表面は滑らかであった．元来一個の

炭酸塩ノジュールだったと推定される．植物片がやや層状

に密集した部分があり，その周辺に GMNH-PV-3227をは

じめ，正常巻アンモナイト 2点，異常巻アンモナイト 1点

などが含まれる．

３　層準と年代

GMNH-PV-3227と同じ岩石ブロックに含まれていたア

ンモナイト 3点について，撮影画像を元に唐沢が同定を実

施した．その結果，螺環の一部のみからなる異常巻アンモ

ナイトが Eubostrychoceras sp.に同定された．また正常巻

アンモナイト 2点のうち大型で肋上に突起が発達するもの

は，殻表面に太い肋が発達すること，一つの肋の正中線上

に明瞭な突起が 1個と片側側面に 4個の突起が確認できる

（＝ 一つの肋上に合計 9個の突起がある）こと，コンスト

リクションが認められないことから（Wright et al., 1996），

Romaniceras （Romaniceras） sp.（図 2）に，肋がへその縁に

達する小型のものはMesopuzosia sp.にそれぞれ同定された．

このアンモナイト3種の生息年代を調べると，Eubostrychoceras

はチューロニアン～カンパニアン，Mesopusoziaは下部チュー

ロニアン～上部コニアシアン，そしてRomanicerasがチュー

ロニアンのみとなっている（Wright et al., 1996）．Romaniceras

はR. （Romaniceras） を含めR. （Shuparoceras），R. （Yubariceras），

R. （Obiraceras），R. （Neomphaloceras） の計5亜属が知られてい

るが，これらの中で下部チューロニアンからの化石記録が

知られるのはR. （Shuparoceras） yagiiのみで，R. （Romaniceras） 

を含む残りの亜属の生息時代のレンジは全て中部～上部

チューロニアンである（Toshimitsu and Hirano, 2000）．こ

のことから，これらアンモナイト 3種ならびに共産した

GMNH-PV-3227の年代は中部～上部チューロニアンに対

比され，これらの化石は蝦夷層群佐久層（Takashima et al., 

2004）に由来している可能性が高い．

図１．Ecninorhinus sp.（GMNH-PV-3227）を含む母岩．矢印の先にGMNH-
PV 3227がある．
Fig. 1. The rock block that contains fossil Echinorhinus tooth (GMNH-
PV-3227). The arrow indicates the GMNH-PV-3227.

図２．GMNH-PV-3227と共産したアンモナイトRomaniceras（Romaniceras） 
sp. この亜属の生息レンジは中部～上部チューロニアンである．矢印は
片側側面に発達する 4つの突起を示す. 
Fig. 2. Romaniceras（Romaniceras）sp., the ammonite specimen with 
Echinorhinus sp.（GMNH-PV-3227）. The range of this subgenus is the 
middle to upper Turonian. The arrows indicate four protuberances which are 
developed on each rib in unilateral side of R.（Romaniceras）. 
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標本の記載

標本記載にあたり，板鰓類の分類や日本語名称について

は Cappetta （2012），Nelson et al. （2016），仲谷 （2016）を，

また板鰓類の歯の形態等に関する用語については，矢部・

後藤 （1999）を参考とした．

SYSTEMATIC  PALEONTOLOGY

Class Chondrichthyes Huxley, 1880　軟骨魚綱

Subclass Elasmobranchii Bonaparte, 1838　板鰓亜綱

Division Selachii Nelson, 2006　サメ区

Superorder Squalomorphi Compagno, 1973　ツノザメ上目

Order Echinorhiniformes Buen, 1926　キクザメ目

Family Echinorhinidae Gill, 1862　キクザメ科

Genus Echinorhinus Blainville, 1816　キクザメ属

Echinorhinus sp.　キクザメ属の一種

（GMNH-PV-3227; 図 3）

記載：GMNH-PV-3227は母岩表面に唇側面が露出してい

る．歯の最大幅 14.9mm，歯の最大高 8.1mm，歯冠高 4.9mm．

歯冠の大部分を占める咬頭の中程を欠くが，歯の外型は概

ね把握できる．歯は近遠心方向に長く，その高さより長さ

の方が大きい．

歯冠は透明感のある褐色を呈し，薄い．歯冠の大部分は

大きな三角形を呈した咬頭で，その遠心側にある遠心踵と

は遠心切痕で接する．歯冠近心縁はわずかにカーブするが

ほぼ直線状である．咬頭に付加小咬頭（additional cusplet）

は存在しない．咬頭は遠心に大きく傾くが，咬頭尖は歯の

遠心端に達しない．歯の切縁はカミソリ状で，鋸歯は無い．

遠心踵の上縁は歯の遠心端に向かって緩やかに傾く．歯冠

唇側面の根側縁の中央部には背腹方向に延びる小隆起が複

数発達している．歯根は褐色ないしは黄白色である．四角

形ないしは逆台形を呈し，唇舌方向にわずかに波打つ．表

面には背腹方向に伸びる条線が多数存在する．

比較・同定：GMNH-PV-3227に見られる形態，すなわち

薄い歯が近遠心方向に長く，かつ付加小咬頭を伴わな

い三角形の咬頭を持つ形態は，大部分のほとんどの白

亜系産 Echinorhinusの歯が有する特徴と一致する．現生

Echinorhinusの成体の歯の歯冠には複数の付加小咬頭を伴

うことが多いが，その幼体の歯冠は付加小咬頭を伴わない

（Pfeil, 1983）．既知の白亜系産 Echinorhinusで歯に付加小

咬頭を伴うのはオーストラリアのマーストリヒチアン産の

E.eyrensis（Pledge, 1992）のみである．

図３．キクザメ属の一種Echinorhinus sp.の歯化石（GMNH-PV-3227）. 
唇側観. 
Fig. 3. Echinorhinus sp. (GMNH-PV-3227); a tooth of bramble shark, 
labial view.

GMNH-PV-3227は，歯の高さよりその長さの方が大きいこ

とから側歯に同定される．GMNH-PV-3227の歯の最大幅は，

熊本県のサントニアン（姫浦層群）産 E. wadanohanaensis

（15.2～ 21.3mm; Kitamura, 2013）や北海道のサントニアン

（蝦夷層群鹿島層）産 E. sp.（17.6mm; 金子ほか， 2012）よ

り小さく，先述の E. eyrensis（13.8mm; Pledge, 1992）より

やや大きい．また，アルゼンチンとチリのマーストリヒチ

アンから報告（Bogan et al., 2017）された E. maremagnum

と比較すると，ホロタイプに指定されているアルゼンチン

産の後方側歯（15mm; Bogan et al.（2017） の fig.2. A, B）よりは

わずかに小さいが，歯列上の位置が GMNH-PV-3227と近

いと考えられるチリ産側歯（11.4mm; Bogan et al.（2017） 

の fig. 3. A, B）よりは大きい．Echinorhinusの同一個体の

歯列で考えると，チリ産側歯の方が近心に位置するため，

後方側歯より歯冠幅が広くなるので，2地点の標本に，成

長段階の違いや時代差，地域差のような何らかの個体差が

あると考えられる．一方，フランスのバランギニアン産

E. vielhus（1.7～ 2.7mm; Guinot et al., 2014），同じくフラ

ンスのオーテリビアン産 E. sp.（5.5～ 8.8mm; Adnet et al., 

2012），オーストラリアのアルビアン産 E.australis（6mm; 

Chapman, 1909），アンゴラの上部カンパニアン～下部マー

ストリヒチアン産 E. lapaoi（7mm; Antunes and Cappetta, 2002）

はいずれも 10mmに満たず，GMNH-PV-3227の方が明ら

かに大きい．

GMNH-PV-3227の歯の切縁には，E. australis（Chapman, 

1909）や E. maremagnum （Bogan et al., 2017） で報告されてい

る小鋸歯やそれに類する構造が無く，他の多くの白亜系産

Echinorhinusと同じ様にカミソリ状である．また GMNH-
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PV-3227では歯冠唇側面の根側縁の中央部に小隆起が発達

している．同じ部位で見られるこれに類似した特徴とし

てはフランスのオーテリビアン産 E. sp.（Adnet et al., 2012; 

歯冠根側縁が波打つ）や同じ蝦夷層群のサントニアン産 E. 

sp.（金子ほか，2012; よく発達した皺が存在）がある．以上

の比較から，GMNH-PV-3227の形態は E. wadanohanaensis

（Kitamura, 2013）と北海道のサントニアン産 E. sp（金子ほ

か，2012）に類似し，それらに次いでオーテリビアン産 E. 

sp.（Adnet et al., 2012）が類似している．しかしながら歯

の舌側面が観察できない点も考えると，ここでは GMNH-

PV-3227の同定を Echinorhinus sp.にとどめておく．

北西太平洋域の白亜系産Echinorhinus の
化石記録とその意義

日本を含む北西太平洋域の白亜系における Echinorhinus

の化石記録は，熊本県の姫浦層群産の E. wadanohanaensis

（Kitamura, 2013）と北海道の蝦夷層群鹿島層産の E. sp.（金

子ほか，2012）の後期白亜紀サントニアンのものがこれま

での最古の記録であった．近年，蝦夷層群の羽幌川層（コ

ニアシアン ; 髙桒ほか， 2016）と大曲層（コニアシアン～

サントニアン ; 徳丸ほか， 2017）でも産出が確認されたも

のの，正式な論文は公表されていない．今回，蝦夷層群か

らチューロニアン産 E. sp.（GMNH-PV-3227）の産出が確

認された．これにより，Echinorhinusが遅くともチューロ

ニアンまでに現在の北西太平洋域まで地理的分布を広げ

ていたことが確実となった．一方，オーストラリアでは

アルビアン産の E. australisが報告されている（Chapman, 

1909）．この E. australisを除く前期白亜紀，つまり現時点

で最初期の Echinorhinusの化石記録は，今のヨーロッパ地

域に集中している．よって，もし今のヨーロッパ地域を地

理的分散の中心として，Echinorhinusがテチス海東部の北

側と南側の両方で同程度の速さで分布を広げていたなら

ば，この属の北西太平洋域への到達は実際にはもっと古い

時期まで溯るかもしれない．

Echinorhinusには，先述したように前期白亜紀のバラ

ンギニアンから現在に至る生息記録がある．これは白亜

紀において最大級の絶滅事変（Sepkoski, 1989; 守屋ほか，

2008）もしくは地球史上最大の炭素循環の擾乱イベントの

一つ（Takashima et al., 2011）とされるセノマニアン／チュー

ロニアン境界の OAE2（Arthur et al., 1987; Schlanger et al., 

1987; Arthur et al., 1990など）だけでなく，白亜紀末の K/Pg

境界の大量絶滅事変（Alroy, 2008）も生き延びたことを意

味する．よって，その化石記録は海洋の中深層や漸深海帯

の食物網で高次消費者に位置する Echinorhinusのような軟

骨魚類における絶滅危機への生存戦略を知る手がかりにも

なりうる．この記録の充実化のためには，今後も博物館を

はじめとする研究機関において標本を蓄積していくことが

重要である．
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